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　　例下めこじな渓ら徽責象に楠之ての下下が陸三」年’になそ）や私、鷺の贋の中・に往

　気レた1．タ月㌃湾ヒ石測撃つにつれてあせη気味、｛激でも6・月K，な六体の

　地域を予めうこヒ拭卵宗て下下下方’マ現地にお・ちむいた。ク再になって一兆醤

　遊嶽暫ボグした頭で如つど具疹的に．ヒ相平して五銘凋デルダ煮端部箇門地叉

　の鬼凱謁璽：、乙いうこどになった。

　　せの弓弩に徽民衆に開平するもの巳レての野蛮1ま人々にアツピー）ソするち

　の逐なくて感、毒、私達の研究の成果弛みて匂らうのであるがら廼．粋・4》研究

　門鑑或に近いもの乞と麹見、艇出、謄写着くヒこうばい…あの績果包みて二下さ

　誕ぱあ・ゐ訟ρの乙＼乙ヒ恩います。

　　駅になり試一夕も終った頃、下町｝こ活動し始めた。江戸1ηヂルダは厳京4）お

　台琳、押セサにセロワ、添加3ぐ、アメリカなす、毒まだ’まだ、あ・施に盆魚の
”』

V震…地「乙いう通〔郊ノ四脚地：帯と形融）兜ている．その上デルタ先学銅5・乙い・ラ地域

　エ、ハ入田拭か1なり劾り、藩にはハマグリ、アサリにム・魚ビいう具合逆ある。

　しのま：ラ盾鬼域で先づ私窪感何等申心ヒレて調，蛮していくカ1逐あった。地層

　緬亘〕甲介い之今日4）面題に何らヵ＼関塵レたもの・も、乙いうことで℃の地域だ浅

　葦のり切下岸℃いう減題に注目した。そ煎にこエば下心に近い肱はい之層圏

　に辻大工湯地帯状せまっているk二もか＼Σわら声畝煮貸してナー次1産巣択暫わ

　れ削市電していないのは何故が、デルダ先、端螂ヒいう蔭熟条件1二大きく影回

　芝憎ているもの｝愈何力1、岬町工業地帯ヒなそ）カ＼下多一くの疑嵐を．もうて調出し

　1まりめた。蓑汰み前よ9訪惜した山鹿先生や小松川高下の由本先生なぜにわ

あ会いしていろいう御意瓢筒つた9費料を畏伐一して頂いた識本鬼生にお

会いした時の癒激ぱ足非こ』で逮べなくてぱな乃ない。何岐なら私鑑の方飼

鰭惣門のにしたの筋る・麟先生底千僧県下耽憐邸ち鱗
　しこわら；れ艮そのフアイ層トのあろこ巳私帯同狂Zして鼠の不う懇し1石したゴ

漁紫碗厳礎格闘勲な麟細て筋匠下切、スライ随ピ赫
セて下さったり鏑豊方法にわ多くの昭示乞して噛Fミ～るなど下帯は急にカ’6勇

気立与乏られたような三三でした．こ≦でデルタ先端部の漫巣克とll扱うに

虐庸安記ち盆めなくてはZ難い狩政上取回椥ピ「 逅柱モﾉまた三って不都台ど，
｝・ま思いなが’らわ両瓶域を比卜しなバら調弦しようヒいうこヒになワた，．i莫）時

搬めに｝さ薩力、、にご彪の勇力も要した．Oのこヒ｝ま三寿砿・役人とんにわ指繭
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も乏乞している・「おβ酢｝ま磯力、に外’1ごある議『食益撰量創多い．わね」量ビ

試織裟の・野州し鴫レな獅旗く・．蜘ような雛黙劇謁ラ’て湛屠
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ご殉のせ転9大体ヰ癒、た瞳’私奪辻デルタ悪評師のさらに先蜴ヘヒ弄いて
飾たす『ど樋る∵鐙抑K・甲碑に没レてビ抽ヂルダφ撃手赤きまわる
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‘ア・シなど択ま乞∫、、総地肱な・フて利嚇さ．れてい・ないよ『〉な1所’，なのてε写る。わち

ろ聴　．吻癒まコンクリニトの海溝飾競なって』いろ夙・．紫んな泥の刺識
土レて建・てら激尼一軒の駅炉二ま本の松の本なビぱさすバ1ζデルダ地瀞だな
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ﾄ’afラ、織じを招かせ∫たも’のだフた。．だが之の泥贋壱戯めったま諏の即ちこん

嫡能瞳している地無軸・こ疲噸購いんほんの静力、⑳るこ乙
心志蓬に認，めさせてく脈ろ。大潮湯の醸『が’撚のように無く立ちならん屯しl

l勧柵之る遷《・頭並・窺照照口留1諏薦思してフ繊湿土さ
魑違でられ蔦承錬の9こφ町は．擁転癖朱吻一ようになるだララ．・もうノタ年
、：む・・じたろ殖分変製するこヒ．だ｝ろつなど｝壱．之なが・ξラ釈の旨の、滋む顕一日の戸劉

1鋤舗わフて．晦バスのり｝ぜへ鬼へ鴻ハマグリ・の査1どし助1籾〃悔二

，斜懸漂弾くろ・・老吻酬｝砺專獣勧よ駒留グ障へ・蝕くらま
，す∵ツ・マグ購くじにさし劫脚馴する女の入．聖訓繍レしし、る報
悔・導助く．蜘洗く’ので・す妬「ど．巧らへ鬼顧きす如薯環輝々齢

1脳髄膿・巌㍊撫養誌略輝輝細腰らなし噺．
逢も、聞応まヒめ終うた時．は熔つヒ．し薦尻、今考：とてみてその結果ヒいうよ：り1

難たよ・いて三三三三多φ1つ、た，よう腿われる・
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